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なぜＢＣＰが必要なの？
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石川県ホームページ

2024年1月1日 石川県能登半島で最大震度7の揺れを観測する大地震
建物の倒壊、津波、液状化、火災などで被害が多数発生



災害を受けやすい日本の国土
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2006年版防災白書一部改変

日本は、その位置、地形、地質、気象などの自然的条件
から、台風、豪雨、豪雪、洪水、土砂災害、地震、津波、
火山噴火などによる災害が発生しやすい国土

世界全体に占める日本の災害発生割合は、マグニチュー
ド６以上の地震回数20.8％、活火山数7.0％、死者数
0.4％、災害被害額18.3％など、世界の0.25％の国土面積
に比して、非常に高くなっている



浜松の災害リスク
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浜松市地域防災計画 一部抜粋

予想される災害

①地震・津波
平成23年3月の東日本大震災の教訓を踏まえ、静岡県
が公表した第4次地震被害想定によれば、本市では駿
河トラフ・南海トラフ沿いで発生するレベル2の地
震・津波では、最悪2万3千人を超える死者数が想定さ
れている。

②複合災害・連続災害
南海トラフ地震などの大規模災害の発生に伴い、大規
模事故などが複合的に起こるなど、最悪の事態を想定
する必要がある。



Ｊ－ＳＨＩＳ
地震ハザードステーション

7

https://www.j-shis.bosai.go.jp/（国立研究開発法人防災科学技術研究所 J-SHIS）

https://www.j-shis.bosai.go.jp/


Ｊ－ＳＨＩＳ
地震ハザードステーション
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https://www.j-shis.bosai.go.jp/（国立研究開発法人防災科学技術研究所 J-SHIS）

浜松城が今後30年以内に
震度6弱以上の揺れに見舞
われる確率は73%

https://www.j-shis.bosai.go.jp/
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https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/index.html（気象庁 震度について）

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/index.html


国土交通省
ハザードマップポータルサイト
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https://disaportal.gsi.go.jp/（国土交通省 ハザードマップポータルサイト）

https://disaportal.gsi.go.jp/


国土交通省
ハザードマップポータルサイト
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https://disaportal.gsi.go.jp/（国土交通省 ハザードマップポータルサイト）

https://disaportal.gsi.go.jp/


国土交通省
ハザードマップポータルサイト
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https://disaportal.gsi.go.jp/（国土交通省 ハザードマップポータルサイト）

https://disaportal.gsi.go.jp/


もし、中小企業が被災したら？
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中小企業庁 「中小企業等強靭化対策事業テキスト」
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中小企業庁 「中小企業等強靭化対策事業テキスト」
中小企業強靭化研究会中間とりまとめ(平成31年3月）



中小企業庁 「中小企業等強靭化対策事業テキスト」
中小企業強靭化研究会中間とりまとめ(平成31年3月）
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中小企業庁 「中小企業等強靭化対策事業テキスト」一部加筆

BCPのある会社 BCPのない会社



自然災害などの
リスクに備えるための計画が必要

そのための計画がＢＣＰ
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BCP(Business Continuity Plan)
：事業継続計画
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中小企業庁「中小企業BCP策定運用指針」

企業等が自然災害、大火災、テロ攻撃などの緊急事態に
遭遇した場合において、事業資産の損害を最小限にとど
めつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能
とするために、平常時に行うべき活動や緊急時における
事業継続のための方法、手段などを取り決めておく計画
のこと



あった方が良いＢＣＰ...

中小企業には
なぜＢＣＰがないのか ...
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事業継続計画(BCP)の策定状況
中小企業のBCP策定は進んでいない
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2022年版中小企業白書



ＢＣＰを策定しない理由
22

2022年版中小企業白書



23

①策定時・見直し時
スキル・ノウハウ
人材・時間不足

②計画が複雑で、取り組む
ハードルが高い

③策定の重要性や
効果が不明

きめ細かい
支援

簡便にする
ハードルを
上げない

重要性や
メリットを
再認識

ＢＣＰを策定しない理由
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中小企業向けのBCP
『ジギョケイ』の

策定から始めてください‼



ジギョケイ（事業継続力強化計画）
の概要
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https://www.youtube.com/watch?v=TX5YUqI0N-M（中小機構 中小企業強靱化支援チャンネル）
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マンガで解説「ジギョケイ(事業継続力強化計画)」とは

https://www.youtube.com/watch?v=TX5YUqI0N-M


「事業継続力強化計画」の概要

27

・令和元年７月に中小企業強靭化法が施行され
これに基づき、事業継続力強化計画の認定制
度が始まりました。

・経済産業省では、中小企業・小規模事業者が
防災・減災に取り組む計画「事業継続力強化
計画」を認定します。

・計画の認定を受けた中小企業は、様々な
支援策を活用いただけます。



「ＢＣＰ」と「ジギョケイ」の違いは？
事業継続計画（ＢＣＰ）

・ 重要業務と目標復旧時間の決定

・ 事業継続戦略（復旧・代替・お互い様）

・ 業務復旧・再開対応態勢と再開プロセス

・ 継続的改善プロセスと訓練計画の策定

事業継続力強化計画（ジギョケイ）

・ 事業継続力強化の必要性の認識

・ 災害・脅威の認識と想定される被害の把握

・ 初動対応の策定

・ 事業継続に向けた事前準備（人・モノ・金・情報）

・ 実効性を高める取り組み（計画の見直し・訓練）

28

中小企業庁「中小企業等強靭化対策事業テキスト」

経産省の認定

レジリエンス認証ほか



ジギョケイはＢＣＰの一歩目！
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「単独」
ジギョケイ

「連携」
ジギョケイ

・組合等を通じた連携
・サプライチェーンで連携
・地域で連携
・お互い様連携

ＢＣＰ

中小企業が２社以上で
計画に参加

ジギョケイは、
「単独」と「連携」の

２種類

中小企業が自社のみで
計画に参加



認定のスキーム
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中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



認定を受けられる中小企業の規模等
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中小企業庁 事業継続力強化計画認定制度の概要



ジギョケイ策定のポイント
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中小企業庁のホームページに
認定制度の概要や策定の手引き
が掲載されています。

策定の手引き等

中小企業庁
事業継続力強化計画ホームページ



ジギョケイではこんなことを考える
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目的の検討

• 自社がどんな役割を果た

しているか

•従業員への責任

•顧客への影響

リスクの認識

• 地震、水害でどんな被害

があるか

•事業にどんな影響が発生

するか

初動対応

• 避難方法

•安否確認

•緊急時の体制

•被害状況の把握と共有

経営資源の対策

• ヒト（応援、多能工）

• モノ（備蓄品、発電機）

•カネ（内部留保、保険）

•情報（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ、ｸﾗｳﾄﾞ）

推進体制

• 経営者のリーダーシップ

が発揮できる体制

•教育と訓練

•計画の見直し

記載は一例



ジギョケイ策定のポイント
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• 人命最優先

• 「サプライチェーン」「地域経済」がキーワード

目的の検討

• 事業拠点、自然災害ごとのリスクをハザードマップで確認

• ヒト、モノ、カネ、情報ごとの想定リスクを認識

リスクの認識

• 発災直後、発災後一日以内の対応手順

初動対応

• ヒト、モノ、カネ、情報に対する対策の

「現在の取組」と「今後の取組（実施期間内の計画）」

経営資源の対策

• 「推進体制の構築」「従業員の訓練、教育」

「計画の見直し」により計画の実効性を確保

推進体制



認定企業への支援策

認定

ロゴマーク
税制優遇

補助金の

優遇措置

日本公庫の

制度融資

信用保証枠の

追加
保険料割引
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ジギョケイの認定を受け
た場合、認定ロゴを使用
することが可能です。

認定ロゴをホームページ
や名刺に使用して、広報
活動や販売活動を展開す
ることができます！

認定ロゴマーク



中小企業防災・減災投資促進税制では、

青色申告書を提出する中小企業者等が、

単独・連携事業継続力強化計画の認定を受けた日から

同日以後１年を経過する日までの間に、

事業継続力強化計画に記載された対象設備を、

取得等をして事業の用に供した場合に、

特別償却１８％が適用できます。

（令和７年４月１日以後に取得等をする対象設備は１６％）

38

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要

税制優遇
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減価償却資産の種類
（取得価額要件）

対象となるものの用途又は細目

機械及び装置（※）
（１００万円以上）

自家発電設備、浄水装置、揚水ポンプ、排水ポンプ、耐震・制震・免震装置
（これらと同等に、自然災害の発生が事業活動に与える影響の軽減に資する
機能を有するものを含む。）

器具及び備品（※）
（３０万円以上）

自然災害：全ての設備
感染症：サーモグラフィ装置
（同等に、感染症の発生が事業活動に与える影響の軽減に資する機能を
有するものを含む。）

建物附属設備
（６０万円以上）

自家発電設備、キュービクル式高圧受電設備、変圧器、配電設備、電力供
給自動制御システム、照明設備、無停電電源装置、貯水タンク、浄水装置、
排水ポンプ、揚水ポンプ、格納式避難設備、止水板、耐震・制震・免震装置、
架台（対象設備をかさ上げするために取得等をするものに限る。）、防水
シャッター
（これらと同等に、自然災害の発生が事業活動に与える影響の軽減に資する
機能を有するものを含む。）

税制優遇

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



•補助金の優遇措置①
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事業名 予算概要 補助率等 措置概要

ものづくり補助金
中小企業等が取り組む革新的な新
製品・新サービス開発等を行うための
設備投資等を支援。

補助率：1/2又は2/3
※最低賃金引き上げに係る特
例を適用した場合は補助率を
2/3に引き上げ

補助上限：
750万円～4,000万円
※補助上限や補助率は申請
枠・類型や従業員数等によって
異なる。

加点

事業承継・
引継ぎ補助金

（経営革新事業・
専門家活用事業）

事業承継を契機として新しい取り組
み等を行う中小企業等及び、事業
再編、事業統合に伴う経営資源の
引継ぎを行う中小企業等を支援。

＜経営革新事業＞
補助率：2/3又は1/2
補助上限：600万円以内
※一定の賃上げを実施する場合
は補助上限を800万円に引き上
げ
＜専門家活用事業＞
補助率：2/3又は1/2
補助上限：600万円以内

加点

補助金の優遇措置

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要 一部抜粋



•補助金の優遇措置➁
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事業名 予算概要 補助率等 措置概要

中小企業省力化
投資補助金
（一般型）

人手不足の中小企業等が生産
プロセスの改善を行うための個別
の現場の設備や事業内容等に
合わせた設備投資等を支援。

補助率：1/2又は2/3※補助金
額1,500万円までは1/2もしくは
2/3、1,500万円を超える部分
は1/3
※最低賃金引き上げに係る特例
を適用した場合は補助率を2/3
に引き上げ
補助上限額：
750万円～１億円
※補助上限や補助率は従業員
数等によって異なる。

加点

地方公共団体による
小規模事業者支援
推進事業費補助金
（災害活用）

被災小規模事業者等の設備の
復旧等に要する経費を補助。

補助率：3/4以内で自治体が
設定
補助上限：自治体が設定

必須要件
（補助金申請
の際に必須）

なりわい再建支援
補助金

被災事業者等の設備復旧等の
費用を補助。

補助率：3/4、定額
補助上限：15億円以内

必須要件
（補助金申請
の際に必須）

補助金の優遇措置

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



• 補助金の優遇措置③

※「事業継続力強化計画」または「連携事業継続力強化計画」の認定を受けており、

実施期間が終了していない認定事業者に対して、採択審査時に政策的観点から

加点（＝事業継続力強化計画策定加点）
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事業名 予算概要 補助率等 措置概要

小規模事業者
持続化補助金

＜一般型 通常枠＞

小規模事業者等が自ら策定した持
続的な経営に向けた経営計画に基
づく販路開拓等の取組や、その取組
と併せて行う業務効率化（生産性
向上）の取組を支援するため、それ
に要する経費の一部を補助。

補助率：2/3
（賃金引上げ特例のうち赤字
事業者は3/4）

限度上限：50万円
（インボイス特例対象事業者は
50万円の上乗せ、賃金引上げ
特例対象事業者は150万円の
上乗せ、両特例対象事業者は
200万円の上乗せ）

加点

補助金の優遇措置

小規模事業者持続化補助金＜一般型 通常枠＞
第17回公募 公募要領 暫定版 一部抜粋



•補助金の優遇措置④

※補助対象者は、静岡県内の物価高騰により影響を受けた小規模事業者
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事業名 予算概要 補助率等 措置概要

【静岡県】

小規模企業経営力
向上事業費補助金

静岡県内の小規模事業者を対象と
して「新たな需要の開拓」又は「生産
性の向上」を目指して行う工夫・改
善による新たな取組に要する経費を
助成。

補助率：2/3以内

限度額：50万円
加点

補助金の優遇措置

静岡県
小規模企業経営力向上事業費補助金の案内 一部抜粋
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なりわい再建支援補助金

中小企業庁 ホームページ
令和６年能登半島地震関連情報
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なりわい再建支援補助金

石川県なりわい再建支援補助金
ホームページＱ＆Ａ

被災した後に計画策定しているヒマはない！
いまから計画策定を始めて、備えてください‼



•日本政策金融公庫による制度融資①

事業継続力強化計画の認定を受けた事業者が行う

設備投資に必要な資金について、低利融資を受けること

ができます。

（融資のご利用にあたっては、別途日本政策金融公庫の

審査が必要となります。）

46

日本公庫の制度融資

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



•日本政策金融公庫による制度融資➁
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貸付金利
設備資金について、基準利率から０．９％引下げ
（運転資金については基準利率）
信用リスク・貸付期間などに応じて所定の利率が適用されます

貸付限度額

中小企業事業：７億２,０００万円
（うち運転資金２億５,０００万円）※

※設備資金において、０．９％の引き下げが適用となるのは、
貸付限度額のうち４億円までです

貸付期間
設備資金２０年以内、長期運転資金７年以内
（据置期間２年以内）

日本公庫の制度融資

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



中小企業者は、事業継続力強化計画の実行にあたり、

民間金融機関から融資を受ける際、

信用保証協会による信用保証のうち、

普通保険等とは別枠での追加保証や

保証枠の拡大が受けられます。

48

信用保証枠の追加

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



補償限度額
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通常枠 別枠

普通保険 ２億円（組合４億円） ２億円（組合４億円）

無担保保険 ８,０００万円 ８,０００万円

特別小口融資 ２,０００万円 ２,０００万円

新事業開拓保険 2億円⇒3億円（組合４億円⇒６億円）（保証枠の拡大）

海外投資関係保険 2億円⇒４億円（組合4億円⇒６億円）（保証枠の拡大）

信用保証枠の追加

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



•損害保険料等の割引①
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事業名 対象商品 商品概要 措置概要

あいおい
ニッセイ同和
損害保険
株式会社

タフビズ事業活
動総合保険

建物や設備・什器等に生じた損害に加え、事故や災害
よる休業時の損失等を補償します。事故発生前から営
業再開まで事業活動をトータルでバックアップします。

認定事業者等において、物件の規模や過去
の保険金支払い実績等の一定の要件を満た
す場合に、リスク実態に応じて保険料の割引を
個別に検討します。

タフビズ業務災
害補償保険

業務従事者の業務に起因するケガや病気により事業者
が支出する費用を補償します。

保険契約締結日時点で、認定事業者等にお
いて、優良事業者として保険料を割引します。

タフビズ工事補
償保険

請負工事中の「もの損害」リスクに対して、1証券でしっか
りと備えることができる保険です。

タフビズ賠償総
合保険

記名被保険者（販売業・製造業・サービス業）の事業
の遂行によって生じた偶然な事故に起因する、対人・対
物事故等による賠償損害や費用を包括的に補償する
商品です。

保険料割引

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



•損害保険料等の割引➁
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事業名 対象商品 商品概要 措置概要

AIG損害
保険

株式会社

企業財産保険
（プロパティー
ガード）

事業者の皆様の財産についてさまざまなリスクに対する
補償を提供します。

認定事業者等に対し、リスク実態（過去の
保険金支払い実績や、リスク管理体制等）に
応じて保険料の割引を個別に検討します。

業務災害
総合保険
（ハイパー
任意労災）

万一の労災事故発生時に、従業員への見舞金として、
入院補償・死亡補償などを提供します。
事業者の訴訟対策として、弁護士費用や損害賠償
責任も補償します。

事業賠償・
費用総合保険
（ALL 
STARs）

国内賠償、海外賠償、生産物品質補償を、一度の
手続きで契約可能な保険商品です。
日々変化する時代の多様化するリスクに応じた、
カスタムメイドの補償をワンストップで提供します。

保険料割引

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



•損害保険料等の割引③
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事業名 対象商品 商品概要 措置概要

共栄火災
海上保険
株式会社

ビジまる
（企業財産
補償特約付
普通火災
保険）

店舗、事務所、作業所等の建物やその収容動産、
屋外設備等について、火災のほか、自然災害や不測
かつ突発的な事故、電気的・機械的事故等による損害
を補償します。

認定事業者等に対して、リスク判断（過去の
保険金支払い実績、リスク管理の条件等）に
基づいた保険料の割引商売の達人 を個別に
検討します。商売の達人

（企業総合
賠償責任
保険）

事業活動に関する賠償リスクに起因する事故により
他人の身体や財物に損害を与え、法律上の賠償責任
を負った場合に備える保険です。

損害保険
ジャパン
株式会社

ビジネスマス
ター・プラス

事業活動をとりまく様々なリスクに対して、１つの保険で
まとめて補償できます。 認定事業者等に対して、リスク判断（過去の

保険金支払い実績、リスク管理の条件等）に
基づいた保険料の割引を個別に検討します。企業総合

補償保険
建物や設備等の財物の損害から、休業による利益の減
少まで、リスクをまとめて補償できます。

保険料割引

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



•損害保険料等の割引④
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事業名 対象商品 商品概要 措置概要

大同火災
海上保険
株式会社

DAY-PRO!
賠責総合保険

事業活動を取り巻く様々な賠償リスクに備える保険です。
認定事業者等に対し、リスク実態（過去の
保険金支払い実績やリスク管理態勢等）に
応じた保険料の割引を個別に検討します。

Chubb
損害保険
株式会社

業務災害安心
総合保険
（GPA Pro）

企業の役員、従業員の業務中における労災事故や
病気の補償を包括的に1保険証券で契約できます。
労災・企業防衛リスクだけでなく治療と仕事の両立支援
のサポートに役立つ業務災害安心総合保険です。

地震や津波等における従業員の安否を確認
する、安否確認システムやストレスチェック
サービス、健康に関する付帯サービスも充実
しています。企業の安全管理等の内容に
応じて保険料設計を個別に検討します。

企業財産総合
保険
（Property 
Pro
Advance）

法人が所有する物件をまとめて1証券で契約し、様々な
災害に備え、合理的なプランが選択できる法人向け
火災保険です。

認定事業者等に対して、リスク実態（防火
設備、防火管理・訓練等による新体制の
構築等）に応じて保険料設計を個別に
検討します。

保険料割引

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



•損害保険料等の割引➄
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事業名 対象商品 商品概要 措置概要

東京海上
日動火災
保険

株式会社

超ビジネス保険
（事業活動包
括保険）

事業を取り巻く様々なリスクを1つの保険でまとめて補償
します。

認定事業者等に対し、リスク実態（過去の
保険金支払い実績やリスク管理態勢等）に
応じた保険料の割引を個別に検討します。

日新火災
海上保険
株式会社

ビジネスプロパ
ティ
（企業財産総
合保険）

事業活動を取り巻くさまざまなリスクをカバーします。選べ
る補償で最適な保険を設計できます。

認定事業者等に対し、リスク実態（過去の保
険金支払い実績やリスク管理態勢等）に応じ
た保険料の割引を個別に検討します。

ビジサポ
（統合賠償責
任保険）

お客さまの事業活動に関わる様々な賠償リスクをまとめて
補償します。

労災あんしん保
険
（業務災害総
合保険）

従業員の方の業務上のケガ・病気に備える保険です。

工事の保険
（工事の保険
特約付帯建設
工事保険）

工事の際に発生した事故による建築資材等の損害を補
償します。

保険料割引

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



•損害保険料等の割引⑥
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事業名 対象商品 商品概要 措置概要

三井住友
海上火災
保険

株式会社

ビジネスキー
パー（事業
活動総合
保険）

事業活動をとりまくさまざまなリスクに備える火災保険
です。

認定事業者等に対し、リスク実態（過去の
保険金支払い実績や、リスク管理体制等）に
応じて保険料の割引を個別に検討します。

ビジネスＪネク
スト（業務
災害補償
保険）

事業活動にかかわる従業員のケガなどの様々なリスクに
備える保険です。

認定事業者等に対し、保険料の割引を適用
します。ビジネスプロテク

ター（企業
総合賠償責任
保険）

事業活動にかかわる損害賠償などのリスクを包括的に
補償する保険です。

全日本
火災共済
協同組合
連合会

普通火災共済

店舗、事務所、作業所等の建物や収容されている
動産について、火災・風・ひょう・雪災などで生じた損害を
補償します。

認定事業者等に対して、物件の規模や
リスク管理体制などの一定の条件を満たす
場合に、リスク実態に応じた共済掛金の
割引を個別に検討します。

総合火災共済

新総合火災
共済

保険料割引

中小企業庁
事業継続力強化計画認定制度の概要



「1社での災害対応は、難しい...」
「ウチだけ計画策定しても...」

ぜひ連携ジギョケイを
策定してください‼

56



連携ジギョケイとは

57

連携ジギョケイ（連携事業継続力強化計画）とは、複数
の中小企業で策定する防災・減災に対応する取り組みを
まとめた計画のこと。
災害発生時、中小企業が単独で対応するのは難しい場合
に複数の中小企業が連携し、助け合って難局を乗り越え
ることを考える。
連携ジギョケイでは、災害時の相互協力体制を構築する
ことに焦点を当てる。



連携のメリット
58

単独で対応できない部分を相互に支援しあえる（共助）

資源の融通 代替生産 情報共有 など

他の企業と連携すれば...

個々の企業が単独で対策を講じる（自助）には

限界がある



組合等を通じた連携

• 同業種・異業種団体間で協力

• 人員の融通、設備の共同導入

• 車両・倉庫の相互利用

サプライチェーンで連携

• 受給情報、被害情報の共有

• 上位企業による復旧支援

地域で連携

• 共同避難計画、共同訓練

• 電源・備蓄品の共同管理

お互い様連携

• 代替生産、人員・設備の融通

• 原材料・部品確保の協力

59

連携モデルの類型



連携先についての考え方

連携の類型を理解

中小企業強靭化ポータルサ

イトの取組事例を参考に

連携先企業は、

自らが決めることが基本

早期復旧、事業継続

(代替生産・サプライ

チェーン維持)で

協力・取引関係にあるか

自然災害等の

想定リスクが異なると◎

経営幹部間、現場担当者間

それぞれで連携できるか

連携することが

Win-Winの関係となるか
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ジギョケイ策定のポイント

ハードルは極力下げて、
まず「できる計画」を「策定する」ことに注力

その後の見直し（PDCA）で、災害に強い企業を目指す

ハードルを低くして策定！
見直してレベルを上げていく！
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従業員と家族を守るために！
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従業員と家族を守るために

経営者、経営幹部ができることは

たくさんあります

63



まず今日できることは、

「ジギョケイを策定する」

という決断をすること
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中小機構は、

中小企業のジギョケイ策定を

無料で支援しています

65



中小企業強靭化ポータルサイト

66

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/ （中小機構 中小企業強靱化支援ポータルサイト HP）

中小機構では、ジギョケイや強靱化支援の
情報の他、自然災害や感染症、
サイバー攻撃への事前対策に役立つ情報や、
すでに取り組んでいる事業者の事例等の
情報を発信しています。

「ＢＣＰはじめの一歩」で検索

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/


アドバイザー派遣・無料

67

「単独」
ジギョケイ

「連携」
ジギョケイ

ＢＣＰ

連携ジギョケイ策定支援
アドバイザー派遣・無料
中小機構中部本部で受付

２社以上の中小企業が
計画に参加



フォローアップ支援（FU支援）・
無料

68

「単独」
ジギョケイ

「連携」
ジギョケイ

ＢＣＰ

「２回目の申請を支援してほしい‼」

アドバイザー派遣（FU支援）・無料
中小機構中部本部で受付

「２回目の申請で連携ジギョケイに
チャレンジしたい‼」

アドバイザー派遣（FU支援）・無料
中小機構中部本部で受付
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アドバイザー派遣の流れ

中小機構へ
連絡 • ジギョケイに興味がある場合、お問合せ先にご連絡ください。

ZOOM等で
打ち合わせ

• 中小機構のアドバイザーがZOOM等でお話を伺い、

制度の説明をします。

（支援機関（商工会議所）の担当者の同席も可能です。）

• 連携ジギョケイ策定に取り組まれる中小企業の方には、

アドバイザー派遣・無料の申込方法を説明します。

支援申込・
開始

• 支援申込書を提出していただきます。

• 支援申込書の受領、手続き後、策定を支援する担当アドバイザーが

具体的な計画策定、申請、認定に向けたサポートを開始します。



事業継続力強化計画
お問合せ先

中小機構中部本部

地域・連携支援部

ＴＥＬ ０５２-２０１-３００９
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トークセッション
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トークテーマ①

ジギョケイって、
難しくなかったですか？
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トークテーマ②

ユーアイさんと連携することに、
不安はありませんでしたか？
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トークテーマ③

中小機構のアドバイザーの支援は、
ぶっちゃけどうでしたか？
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トークテーマ④

取り組む前にやってた方がイイと
思うことって、何かありますか？

75



トークテーマ⑤

今後の展望を教えてください。

76



トークテーマ⑥

今日、参加された方に
伝えたいこと。

77



質疑応答
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有限会社ハチスカテクノ 代表取締役 蜂須賀稔

普段の経営にも活かす！

連携ジギョケイ



本日の内容

・会社概要 ハチスカテクノ ユーアイ精機

・「ジギョケイ」 なぜ作ったのか

・「ジギョケイ」 効果あり！やってて良かった



町工場の事業環境は

小規模事業者数の減少は、明らか



この状況で災害がくれば

代替生産をされると



もし、代替生産になったら

代替されたら、復旧後の事業継続は不可能



その対策で、私たちは「ジギョケイ」連携

一人で出来なくても、仲間で対策をする



では「ジギョケイ」連携取れば十分か？

同じ機械があって、手順を聞いても。。。

品質・納期・最大の問題は。。。



助け合いは美しいが、利益が出ないと共倒れ

同じ機械があって、手順を聞いても

企業文化が違うと、利益が出ないのが実態

品質・納期は何とかなっても

仲間内の代替生産が、大きな赤字を生む

「ジギョケイ」 連携で分かったのは厳しい現実



本当に困った時に、助け合える関係を作る

技能伝承

共同受注

ノウハウの開示・見える化

これが私たちの、テーマです





経営理念（動画）



会社のあゆみ



弊社の町工場のネットワークとは



会社紹介 経営理念 次の時代につなぐ

• 業種
– 製造業（金属製品）

• 業務規模
– 売上高 5000万。
– 従業員 5名（内パート3名）

• 業務内容
– ワイヤ加工の専門業者です。

金型、部品加工、治工具に関するワイヤ加工（0.01ｍｍから0.001ｍｍまで）
ワイヤカットでお困りの方は、ご相談下さい。

– 全加工も対応します。
• 当社の町工場のネットワークにて対応します。



社名： ユーアイ精機 株式会社

設立： 1969年 社員： 12人

工場： 尾張旭市 （本社：名古屋市）

業種： 製造業 年商： 約1.0億円

会社概要 ～ 小さくても 創業から半世紀

“貴方と私の会社 ”

をイメージして

創業先代が命名



事業分野 ～ 試作/加工：8割 ＞開発：2割

顧客の産業分野

自動車、産業機器、建設、研究機関

製品の提供タイプ

各種試作、小ロット量産、金型、Assy

保有する加工技術

難加工 プレス（単発・順送・加熱）

切削、レーザー、ワイヤーカット、溶接



「ジギョケイ」始めるきっかけは ハチスカ

・１５年前に同友会に入会

・東北の震災に、災害時にどのようになるかを聞いた。

・連携の必要性を実感した、信頼のおけるコミュニティーとは

・そした、コロナ いろいろ止まった

・たまたま「ジギョケイ」をやった人と会い、それがきっかけで

中小機構に繋がった



「ジギョケイ」まずは 単独型計画から

事業継続強化計画（単独）について

ハチスカテクノの場合

・Ｇビズにて申請---2022年５月13日申請

・中小機構の中小企業アドバイザーさんのサポート。

・自然災害時の発生が事業に与える影響をハザードマップから

知る事ができた。

・単独は社員の命を守る事が、最重要に作られている。



「ジギョケイ」 次は連携 災害時に安心！

2022年８月2３日 連携ジギョケイ申請・認定

中小機構 サポートで連携を進める ３回 ２時間以上のミーティング



「ジギョケイ」 連携 災害で考えると

ハチスカ
テクノ

ユーアイ







「ジギョケイ」 連携 災害時に

災害時の対策で十分なのか？？？

私たちが出来る事は何だろうか



「ジギョケイ」進めた環境は

• 知り合いの小規模事業者が廃業が増加した。

• 技術が無くなっていく事を実感した

• 「ジギョケイ」のネットワークでこれを打破したい！

• 採用が難しくなり、教育もなかなか出来ない状況

• 設備投資しても、投資の効果が得られない

• BCPネットワークは、M&Aの役に立ちそう

「ジギョケイ」 連携の必要性を感じていた



・リスクについて初めて考えた＜一人では無理＞

・BCPって災害 そんなの来たらどうしようもない

と思っていたが やる事はある

・それ以外にも リスクばかりある

機械の故障・怪我・感染症・介護

「ジギョケイ」 連携～ いろいろ考えた

いつも話をしていないとその時には対応が出来ない

それには連携



「ジギョケイ」連携～どうやって進める

・定期的に連絡を取る事が、継続には欠かせない

・補助金の連携事業で定期打ち合わせに経験あり

・防災の日を１年振り返りとして、会議を行い

毎月１日にオンライン会議を行っている。（現在３０回）

・使用するツールは、試行錯誤中 できるだけデジタルで



グーグルワークスペースで実証実験中





技術連携は、ONE-NOTEで検証中



技術連携のツールとして、3ＤCADの活用



技術連携のツールとして、3ＤCADの活用



「ジギョケイ」 仲間で展示会



・知り合いの知り合いは、新規客先

・相手も安心！

・来る人 たくさん

思わぬ効果

「ジギョケイ」 で販路拡大が可能と感じた

「ジギョケイ」 仲間で展示会～ 効果あり！



「ジギョケイ」 は、売り上げ拡大に！

・新規開拓時に、後継者があるかが査定にある

・技術連携が出来ていれば、

・「もしも」の時に連携先で生産が可能

どんなに優れた技術でも、

安定生産に心配があれば

取引開始にならないリスクがある



「ジギョケイ」 は、売り上げ拡大に！

・相手の立場に立てば

・「ジギョケイ」 は、営業ツールとして重要

・「ジギョケイ」は

災害時だけのツールでは無いと感じた



「ジギョケイ」 パートナー募集

Webサイト・YouTubeも 是非 ご覧ください！

~ 「ジギョケイ」は楽しい取り組み~



最後に

「ジギョケイ」を作っていない参加者の方に伝えたいこと

・まずは単独型

・次に連携する。（継続は必ず）

防災の観点から地域連携

経営改善の観点から、同業種の連携

・信頼あるコミュニティを形成する

ご清聴ありがとうございました。


